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POSシステムによる小売業の情報システム化
POSlnformation SYStemin RetailStore

多店舗チェーンの経営,扱い商品の多様化,取引形態の複雑化,情報処理量の増

大など,直面する問題を解決するために小売業における情報ベMスのシステム化は

重要な課題である｡その情報システム化のキー エレメントであるPOSシステムが,

我が国においても実験実用化の段階に入ってきた｡商品情報システムの確立のため

にPOSが適用され,徐々に効果も実証され始めてきた｡POSシステムは関連領

域が広いうえに｢情報化+という価値評価の難しい側面をもっているだけに,実在

のシステムの中に組み込まれて現在の機能を補完していくという段階的なアブロM

チが当面必要である｡本稿は,小売業の情報システム化のマクロな展望の中でPOS

システムの遂行する役割を中心に述べ,現実に稼動しているPOS適用例について

紹介した｡

l】 緒 言

小売業の変化の中で特筆すべきことは,多店舗チェーン経

営による大形化である｡もともと小売業は,少人数で,しか

も主要なキー マンが,商品の発注,仕入一一在庫一販売という

小売業の基本的な業務のラ充れを,直接コントロールすること

が原則であると考えられていたので,規模の小さい段階では,

とりたてて情報活用のシステム化の重要性が感じられなかっ

た｡大量生産,大量消費に対応する大量流通を実現させるた

めのこの多店舗チェーン経常は,若干のデメりソトもあるが,

それを上回るメリ ットがあった｡すなわち,

(1)中央集中管理と分散管理の使し､分けにより,商品の大量

集中仕入のように集中管理がよい業務は集中管理し,店舗に

あった商品品ぞろえのように分散管理に任せたほうがよい業

務は分散管理に徹底することによって,コストダウンと効率

向上を達成することができる｡

(2)本部におけるナショナル ブランド商品の大量集中仕入に

ょる規模のメリットを追求し,仕入商品の原価低減による利

益率の向上に貢献する｡

(3)店舗数の増加による全体売上量の拡大により,オリジナ

ル商品,プライベート商品の開発も可能になる｡

このようなメリットをもつチェーン経営においては,店舗

の地理的広がりのため,従来のように一人のキー マンの目と

勘(経験)に依存した業務遂行では,チェ叩ン全体の効率的な

管理の限界を超え,店舗に対する的確な指示,運営ができな

くなってきた｡例えば,店舗ごとの商品売上動向に見合った

陳列量の決定,値下げタイミングの決定,適正在庫量の維持,

各店舗からの商品補充の手続きといった基本業務活動を,正

確,且つ統一的に遂行するための情報のシステム化,また,

クレジット販売の普及といった販売取引形態の多様化による

業務処理の複雑化,多岐化現象に対応する統･一一的訓育報のシ

ステム化は,チェーン′ト売業経営の効率化において重要性が

いっそう顕著になってきた｡このような問題に直面している

大規模チェ叩ン′ト売業は,本部の大形電子計算機による集中

管理と各店舗へのPoint of Sales(以下,POSと略す)シス

テムの導入による情報ネットワーク システムを開発すること

によって,システム化の要求に答えようとしている｡POS

システムを中心とした情報ネットワーク システムは,既にア
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メリカにおいてその例をみることができる｡我が国において

も実験,実用化の段階に入ろうとしているが,売場レジスタ

周辺の合理化,高度化をベースとするPOSシステムは関連

領域が広いうえに,｢情報化+という評価の難しい面にぶつか

り,普及が予想するほど進まないでいることも事実である｡

ここでは,′ト売業の情報システム化の現状を踏まえて,来る

べきPOSシステムを中心とした商品情報システムヘの適用

について解説するとともに適用実例を挙げて紹介する｡

囚 小売業情報システム化の現状とその動向

2.1 現状と課題

我が国の大規模小売業においては,ほとんどの企業が電子

計算機を導入し,第1期の情報処理システムを完成している｡

現在は,昭和55年ごろを目標とした新しい段階のシステム開

発に取り組んでいるといえる｡第1期の内容を総括すると表1

表l第I期コンピュータ対象業務の例 データ量の多い業務のコ

ンピュータ化がまず進められた｡その主なものを示している｡

対 象 業 務 内 容

売上統計業務
各店のキャッシュ レジスタ売上日報を入力として.

店別,部門別売上集計の処理

j卦売請:求業務
掛売取引伝票,入金伝票を入力として,掛売元帳の

作成及び請求書の作成処理

仕入統計業務
納品伝票を入力として,取引先別,商品別仕入統計

の処王里

掛買支払業務
仕入統計処理の後を受け,支払伝票を入力とLて取

引先元帳の作成

商品棚卸計算業務
部門別売上統計.仕入統計による商品有高計算及び

棚卸伝票を入力とLて棚卸差異計算処理

配 送 業 務
配送依頼伝票を入力として顧客間合せに応ずるため

の未配送データの処理

ダイレクトメール
催事ごとの顧客へのダイレクトメールの選別処理及

び回収率の分析

そ の 他 給与計算,株式,固定資産業務
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に示すとおI)である｡この段階は基本業務の構への拡大の時

期で,各企業における基本業務処理を財務会計制度け続き)

に従って,個別単位にコンピュータ化するという大量事務集

計処理への適用の時期である｡増大する事務量を消化し.間

接部門の省人化に貢献してきた｡その情報処理の過程をみる

と,ライン業務活動の結果である伝票作成から以後のコンビ

ユ】タ化で,伝票は1日分をまとめて電子計算機部門で,電

子計算機入力喋体に変換される過程を経て,業務ごとに縦剤

一括処理され,決められた報告案が作成されるという典巧叩勺

なバッチ処理システムであった｡

このような情報処理方式では,次に述べるような問題点が

あった｡

(1)多店舗チェーン化の進展による事務量の増大に伴って,

電子計算機人力喋体変換過程,すなわちデータ収集が大きな

ネックになってきた｡

(2)それに伴って情報処理のサイクルが長期化する傾向にあ

り,情報の価値が低下し,報告書の活用度が低下する現象が

みられるようになってきた｡

(3)ラインの業務活動は,柑変わらず伝票と台帳中心で進め

られてきたが,業務活動の量の増大,業務処理の稜雉化,多

岐化に答えることが閃難になり,ラインの業務処理の効率化

に役立つシステム化の必要性が牛じてきた｡

(4)軌二重要で根本的な問題は,電子計算機に入力される怖

取 持に売場で発生する情報の細分化,迅速件の問題が山て

きたことである｡

結局,第1期の段ド皆の電了一計算機の適用は財務会計ベース

での統計的な情報処理であって,周岡の条件と電子計算機に

よる情報処理が必ずしも十分適でナしなし､という状況が今日の

問題であり､今後の課題でもあるといえよう｡

ニれらの問題を解決する手段が,データ ベース システム,

オンライン検索システムであり,ここで取りあげるPOS端

末システムである｡

2.2 商品管理システム化のポイント

小売業のシステムの中で,特に商品品ぞろえの計画→商品

の発注→仕入→在庫→陳列→販売に関する流れを一貫して適

正にコントロールする商品管理システムは,多店舗チェーン

経営において穀も重要で基本的なシステムの-一一つである｡こ

の商品管理システムは,長い間,キャッシュ レジスタの8分

類茸録とし一った制約から,販売時点における売上情報は,部

単 品 管 理

(ユニットコントロール)

商品管理

システム

部 門 管 理

(ダラーコントロール)

金額ベース店全体の管理

門(【汀一番)を単位とし′た金紙ベースの情報収集にとどまってお

り〔令額管理システム(Dollar ControISystem)〕,商品の

売上動向に其づく発注量の決定,陳列量の管理〔単品管理シ

ステム(Unit ControISystem)〕はすべて売場部門の人手に

任されてきた｡本来的な商品管理は,むしろ単品管理システ

ムによってはじめて可能で,ダラー コントロールは直接的に

は財務的要素の強い商品管理システムであるということがで

きる(図1(1))｡商品管理の充実のために,この単品管理のシ

ステム化が必要になってきている｡次にシステム化のための

ポイントについて述べる｡

(1)商品情報の発生時点と情報収集端末

小売業において商品情報の発生する時ノナさこを分類すると四つ

に分けることができる｡すなわち,販売時点(Point of Sales),

配送時点(Point of Distribution),納品時点(P｡int｡f R｡_

Ceipt)及び発注時点(Point of Order,補充発注を含む)の川

つである(図2)｡二れらの時点で発生する情報の収集は,タ

イミングよくずれがあってはならないし,不突介を生ずるよ

うなことがあってはならない｡また,それぞれの時点で発生

する情報の量,トランザクション量において大きな遠いがあ

るため,情報の収集方法はシステム化の大きなポイントであ

る｡過去の情報収集のシステム化は,配送時点,納品時点を

中心に､一部発注時点が対象となってきた｡最も情報量が多

く,且つ顧客との接点で発生する販売時点での効率的な情事反

収集を分押するのがPOS端末である｡商品管理を取r)まく

環境条件の変化,一貫したより高度なシステム化のために,

POS端末による情事糾文集が脚光を浴びている理由である｡情

報収集端末と電子計算機システムの関係を図式化すると図3

にホすとおりである｡

(2)商品の件格と管理システム

商品管理システムは,商品の基本的な性格によって大きく

三つのパターンに分けて考えることができる｡商品タイプ別

にその管理の特惟をまとめると表2(2)に示すとおりである｡

特にファッション性商品グループにおいては,初期段階にお

ける売れ筋の早期把‡邑 終了期における値下げタイミングの

的確な把握判断が大切で,そのために単品別の迅速な売上動

向が把捉きれなければならない｡単品ごとに色柄,サイズ,

仕入先まで細分化して把握されなければならなし､ので,売場

での八千による集計には限界があり,多店舗であれば不可能

に近いハ PO S端末の必要性がここにある｡

ユニット(単品)を単位として,
各商品の手持ち数量及び商品の動

きの状態をタイムリ･一につかむ｡

↑
今後コンビュ¶タ化の対象となる

領域

金監をベースとして,店全体の商

品を一括した手持ち高及び動きの

状態.又は各商品部門の手持ち高

及び動きをマクロにつかむ(,

↑
コンピュータ化の対象領域

‡

日々継続的に記舘計算

する｡

月末,期末など,必要

【こ応じて合計額を出す

(棚卸計算方式)

図l商品管理システムの体系 商品管理は通常二つの面に別ナてシステム化のアプローチが行なわれ

るD単品管理が重要性をもつようになってきている｡
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〔夏至夏彰さ二言言クシ‾ト〕
NOFレジスタ/ECRによる

データエントリ

I
POS端末による

デー一夕エントリへと展開

〕

)

一■一一一一一

発 注 時 点

1
販 売 時 点

/

手書きOCRによる

データエントリ

納 品 時 点

売場陳列室

配送センタ在庫

配 送 時 点

図2 商品情報の発生時点と情報J採集端末の例 商品に関する情報は四つの時点で把握されなければ

ならない｡ それぞれの時点で適切な端末が必要になってくることを示す｡

店舗電子計算機システム

売上動向

〔き;三誌芸諾芳r言7｢プリンタ〕
注:OCR

NOF

ECR

本部電子計算横システム

光学文字読取装置

Nationa】OpticalFont

Elect｢0nics Cash Register

rpos
オートタグリーダ

rpos
オートタグリーグ

売上処理システム

注文処理システム

r■一■■■■■■-一
一■ 一■ ■■- ■一■-■一‾‾

l

注文書

売上日報

l lゝ

〔雪雲発注/納品デ‾タ〕〔
店舗納品システム

補充発注申請入力

問合せビデオ

補充発注システム

〕

問合せビデオ

管理費料

注文ファイル

出荷指示

ファイル

問合せビデオ

図3 商品情報を中心とLた電子計算機システム構成 商品情報を中心とした各店舗と本部電子計

算機のネットワーク構想を示したものである｡

(3)商品の細分化のためのクラシフイケ【ション

人規模′ト売業の扱う商一丁占は,20万～30万品桂ともいわれて

いる｡販売時点で抜い商品を一つ一つ分類して,キーをたた

く ことは苓易なことではない｡売場業務の省力化と同時に捜反

売時点で単品情報を把握するためには,商品の事前リスト化

と仲札の自動読取りが必要になってくる｡あらかじめ各商ふ-】

にコ∽ド番号,色柄,サイズ,価格などを値札(タグ)に印刷

■■■■■

･■-

商 品情 報

データベース

取引先情報

データベース

配送センタ入庫処理システム

盛
配送センタシステム

-

メ
ー
カ
ー
･
問
屋

l

一一納品データ入力一+

＼

入荷日報

しておき,このタグを販売時点で自動的に読み取らせること

によって簡単,且つ正確に情報を収集することができる｡問

題は商品の分類体系と商品に値札を付ける作業,値札作成の

問題を解f失することがPO S端末導入の大きな前手足となって

く る｡

以卜,システム化の問題として三つの項目を列記したが,

いずれも技術的な問題とし､うよりも,ソフト的なシステムの

表2 商品タイプ別商品管理の特性 商品タイプによって管‡里手法は異なってくる｡その主な点を整理

したもので,システム化の場合のポイントを知ることができる｡

商品タイプ

特 性 管 理 手 法

販 売 方;去 商 品 の 性 格 単価 管王里のための基礎データ 管理のチェック項目

ファッション商品

(衣料品,靴)
現 品 販 売

ライフサイクル短い｡

多品種･小量販売｡

継続的繰返L性が低い｡

中
単品別売上データ,企画数量

及び在庫データ

売れ筋,死に筋の早期発見

売れ筋の再発注,補充の可否

値下げタイミングの管理

日 用商品

(食品･雑貨)
現 品 販 売

継続的繰返L性が高く,

/+､

適正陳列在庫量基準設定によ 品切れ防止

安定的販売量｡ る在庫残データ 補充手数の省力化

商品寿命も長い｡ 棚卸データによる売上逆算方式 自動納発;主方式

耐 久 消 費 財 サンプル旦反売が多いが 継続的繰返L性が比較的
大

在庫引当データ及びメーカー 在庫の正確な把握と問合せ,

(三家具菜頁) 現品貝反売もある｡ 高い｡ 生産保管データ 配達日程の管理
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問題であり,またコスト ベネフィットの問題である｡現在の

POS実験システムは,こうした問題の解決を試行している

ものとみることができる｡

2.3 第2期小売集情報システム化の動向

第1期のシステム化が,基本業務の横への拡大であったの

に対し,第2期は,多店舗チェーン化経営のよりいっそうの

省人化,効率化と消費者へのサービスを目指した縦への深さ

を求めたシステム化であると想定される｡すなわち,売場,

店舗を含めて従来の仕事のやり方自身を見直し,業務の散逸

化を防止して徹底した業務処理の自動化を進めるとともに,

データ ベースを中心に計画管理業務のシステム化の時期であ

ろう｡

(1)POS端末を中心とした商品管理のための情報収集及び

発注業務の自動化による売場の省人化と適正在庫量の計画,

並びに管理のための電子計算機の活用が期待される｡

(2)単品情報,クレジット顧客情報の収集と併行して,その

情報の有機的な保持,メインテナンスのための,データ ベー

ス システムの確立,すなわち売上情報,納品情報,発注情報

を中心とした商品情報データ ベース,顧客掛売情報,配送情

報,ダイレクト メール情報を中心とした顧客情報データ ベ

ース及び財務会計情報を中心とした経営情報データ ベースの

確立が重要な課題となってくるであろう｡

(3)従来の電子計算機による情報加工,検索は,財務会計手

続きに従った定型的報告書形式であったが,蓄積された情報

を日常の業務活動に直接役立てるため,各種問合せの要求に

答えられるためのビデオ端末を中心とLたオンライン検索シ

ステム,及び予測を中心とした科学的手法による高度加工技法

の導入の要求が強くなってくる｡

(4)そのために,各店舗へ小形電子計算機を導入した店舗分

散情報処理と本部情報処理の機能分担による情報ネットワー

クの形成が促進されてくる｡

田 POSシステムの適用事例の紹介

3.1株式会社稔坂屋(上野店)システム(3)

図4に機器構成を示す｡株式会社松坂屋(上野店)の紳士既

製服と婦人既製服の両売場に,POS端末を設置し,売上デ

‾タを4391形磁気テ【プ記録装置に集録し,これを閉店後,

紳士服占彗

婦人服占彗

東京機械計算課(他の端)のHITAC 8350システムで処理し,

売上日報や品目別詳細日報などのレポートを作成している

(表3)｡

POS端末による主な導入効果として,次のことが挙げら

れる｡

(1)省力化

売場日誌の作成が機械化され,省力化が図られた｡品ぞろ

えデータも値札を収集することなく,より細分化されたデー

タが集められるので,その省力効果は大きい｡

(2)販売傾向分析による販売促進

上記のとおり,販売動向が日常管理で把握できるので,品

切れや過剰納品の防止に即時対処できること,また商品陳列

構成変更に反映させることなどにより,販売促進が図られた｡

(3)仕入業務の合理化

販売情報と販売計画数量とを対比することにより,仕入状

況のチェックができ,仕入業者に定量的に指示が行なえる｡

3.2 株式会社高島屋(岡山店)システム(4)

婦人セータ,子供服などの売場に8台のPOS端末を設置

し,磁気テープ集録装置により売上データの収集を行ない,

閉店後にミニ コンビュータ(システム10)によりオンラインで

売上情報の処理を行なっている｡更に本社にこのデータをオ

フラインで送り,株式会社高島屋グループ内における｢品目

による商品管理+用データとしている｡また,毎月積み立て

ている｢高島屋友の会+の,会員別会費積立状況管理業務も

同時に処理している｡これは会員証に添付の磁気ストライプ

の情報をハンド スキャナで自動読込みを行ない,データ処理

作を高めている｡このほか,中元,歳暮期間の繁忙期には,

進物相談所に磁気読取のハンド スキャナ付きのPOS端末を

設置し,多量のデータ処理を行なわせたり,棚卸時のデータ

処理も行なっている｡

3.3 外国の事例(シアーズローバック社)

シアーズ ローバック社(5)･(6)は店舗数840店に上ぼる,世界

一の規模をもつ′ト売業である｡20万品目の大部分が自社ブラ

ンドの製品で,その約30%が直営工場､又は関連会社からの

買付製品であり,同社は以前から商品管理に精力的に取り組

んできた｡すなわち,昭和40年に単品管王翌ができる専周レジ

スタを使用し,l司45年には磁気値札読取装置で,1年間にわ

HITAC8350(131KB)

(オフライン)00ト0′:二:
4391形磁気テープ

929形MDTS
記録装置

ターミナル

注:主なレポート

1.売上日報(各レジスタ別,品目別合計)
2.品目別詳細日報

3.週 報

4.月 報

5.統計,分析などのレポート

6.MDTS:Mod山e Date TransaoいOn

磁気テープ

磁気ディスク

図4 株式会社松坂屋(上野店)posシステム機器構成 現在,株式会社松坂屋(上野店)で稼動Lて

いるPOSシステムの機器構成を示Lたものである｡
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表3 株式会社松坂屋(上野店)pOS実験システムのレポート類 POS端末で集められたデータを

もとに作成されているレポート名を示している｡このレポートを活用し,各種のアクションがとられている｡

活 用 目 的 種 別 売 場

1.主要商品群ごとに,販売形態によってどのよう

に商品が販売されたか,あるいは移動が行なわ

れたかを判定する｡

頬･品目別帳合日報 (共通)

(婦人既製服売場)

主要轟晶群(類/品目)

の販売売上日報類
類･仕入先別帳合日報

2.主要商品群別販売売上を,更に細分化し主に

次の2点を判定する｡

(1)主要品目の各属性ごとに販売動向を把握

する｡

(2)この月報をもとにして,商品仕入や販売

計画と比較することによって,在庫商品

計画を立案する｡

類･品目別サイズ仕入先売上

品目別･頬･価格別売上

(婦人既製服売場)

(紳士既製服売場)

(〝)

(′′)

品目別属性(価格)別

蛎売上月嘲
品目･鮒別個純別売上

類･品目別･仕入先価格別売上

3.週単位の販売高を時系列に出力し,販売動向

を判定する｡

品目別･サイズ別週報

品目別販売動向表

(婦人既製服売場)

(紳士既製服売場)品目別･素材別･類別週報

たって単品管王聖のインプット収集実験を行ない,同46年には

これをベースに,PO Sシステムの導入に踏み切った｡米国

シンガー社にPOS端末を36,000台,ミニ コンピュータを800

セット発注し,昭和51年までにそのうちの640システムが稼動

する計画となっている｡この導入は小売業経営合至里化のうえ

で､一時期を画するものとして,当時社会的に大きな反響を

呼んだ｡

店舗側では,

(1)販売監査用レポ【ト

(2)商品管理

(3)支払及び′受取勘定の処三軍

などのレポートを作成し,クレジットに関する間介せと,

販売及び商品情報を地域の計算機センタに伝送している｡イナ

計22個所の地域計算機センタでは,各店舗で処〕哩されている

レポートのまとめのほか,

(1)商品情報分析(売れすじ,死にすじの見分けなど)

2

3

4

在J章分析と補充発注

カタログ セールスの管理

顧客サービス管理

などを行なっている｡即座に中央のバイヤに全国的な販売デ

ータを提供できるようシステム化が進められており,在ノ車管

理システムは41,800点の商品を対象に全国的に管王翌を行なっ

ている｡

表4は商品管理システムで作成されるレポートのうちの

ITEM RECORDと,ITEM PERFORMANCEである｡IT

EM RECORDは,見切り格下げの時期にある商品を,ある

期間(例えば,11月28日～30日)価格を2,000ドルから1,800ド

ルに値‾Fげ試販し,20台の売上成果が出たので,以後1,750ド

ルに値下げ販売している商品の販売二状況のレポートである｡

ITEM PERFORMANCEは売れている商品のベスト10と,

売れていない商品のワースト10をピックアップしたレポート

を示している｡指標としては1日当たr)の販売量であるRate

表4 商品管王里システムによる作成レポートの例 シアーズロー

バック社で作成されている商品管理用のレポートの一例で,単品ごとの評価を

中心として商品の動きが分かるようになっている｡

Ch∂柑〔〕一色rl与IICS Weekry H■St(汀r

ロ叩ar†m即【 101 Wk Re糾rar Markdown

Starllng

Mo.Sales =叫ent(jry

C帥う印｢y 20 0† 0 53 〔‖ 93 95

Date RecelVed D807･74 D2 10 24 02 1†5 36

CosL l.250 03 35 0 03 70 75

R印Uia｢恥tdl1 2.800 04 75 0 04 86 】25

Mdrkdov川 R亡▲【all 1750 D5 22 〔) 05 34 110

Pr()blemMdse.Fl粥 l PrlCe【∃rcdkDald 06 90 81

Acl川･TYFlag Ol S【arいnEDale llノノ28ノ′74 07 42 94

Mo〔】cIS【〔1Ck lOロ ErIdlngDa【8 1=30ノ′74 08 97 130

0∩-H∂nd Unlls g6 Rpta【1 1月00 09 130 103

0∩･0｢【cr Urll【S 8 Unlls 20 10 123 150

什‖TlalMd_U111tS lOO 11 101 132

Vcndn/NLJnlbIIJ180】1

ColいrCo〔je 14

R〔IしミDISalelrl(Jeズ 3_10

】2 72 147

C∂t_
T

【【ern

R∂t¢0書S∂l8 On Orl ロaLe Reg･+【ar
SlatUS

白 lnl】el H訓｢d 0｢血｢ RecelVed R()l己Ill

26 丁 26†720】 4.2】 3 6 臥′03′′74 21_う00

S†りCk O11

2(5 T 2()15川 3 4.10 2 6 gノ′03ノ74 23.950

26 丁 261890 3 2_31 0 10

5

g.′′05/フ4 29-000

26 2(5†630 9 1.87 9 8/28ノ74 18.950

26 丁 261140() 1_77 7 与′′25′′74 19950

26 丁 2(‖5gO 5 1.49 9 =).′′0レフ4 22_500

2fl T 261470 5 】_3`l 8 g/23ノウ4 22.50D

26 T 2617201 ト30 2 10パ1ワ4 柑自90

26 丁 26T160 3 1.27 7 g′■1⊆ト′74 21_nOO

26 T 26】520 9 】_26 5 ウノ′06..ノ74 2ト25〔)

2(i B 26】】30】 0.68 8 8/28./74 28.890

26 B 2モ‖7尽0 8 0_68 7 9/25.ノ74 2〔)_500

26 8 26152()0 067 12 6ハ4′′74 21_980

26 B 261380 6 0_65 11 8バ㊤/■74 27-500

26 B 26け50 9 0_83 8 g′/27/74 28_890

26 8 261620 2 0_38 10 10･ノ18/7`l 29_900

26 日 281950 7 0.27 6 9.′11.ノ74 20_000

28 8 261500 2 0.18 12 8.■15./7`l 21.200

26 臼 261740 8 010 13 6ノ′14′′74 †9.880

26 B 26†36n 6 0.00 12 6ノ20/74 21_500

注:*は,R∂te Of Salelndex=
売れた商品の数

販売日数

39



1026 日立評論 VOL.57 No,12い975-12)

MDTSターミナル

最大180台

ストアコ

lモデム
モデム

ホストコンピュータシステム
問

磁気テープ装置

ワークステーション

国
Ⅸ】

ディスプレイ装置 ∈盈
良こJ

1-

ノレ

ク

ンピュ

(9

ティジ

クロッ

l

アテンダンス ディスク装置
ステーション

of SaleIndexを用いている｡

3.4 日立シンガー株式会社POSシステム

日立シンガー株式会社PO Sシステム〔Modular Data

Transaction System(MDTS)〕は,分類するとスタンド ア

ロン システム,カセットないしは磁気テープ収集システム,

インライン システムの3種類のシステム構成があり,適用業

務に合わせて選ぶことができる｡

(1)スタンド アロン システム

POS端末そのもので,従来のキャッシュ レジスタと同様

の活用になる｡

(2)カセット/磁気テープ収集システム

本システムは,中･小規模の店舗向きでカセットの場合は

最大4台までのPOS端末を,耳義気テープの場合は最大24台

表5 MDTS POS端末の仕様 日立シンガー株式会社POS端末の主な

仕様を,機種ごとに示Lたものである｡

-ミナル
内 容

900シリーズ 920シリーズ

製 品 種 類 902,988,909,910 925,928,929,930

オペレーション ガイド 点燈方式 点燈方式

ディ ス プ レ イ 13けた 13けた

プ リ ン タ ホイール タイプ ドット マトリックス タイプ

印 字 種 類 30 64

印 字 速 度 30文字/秒 60文字/秒

プリントステーション l 3

伝票印刷複写枚数 6 6

演 算 機 能
加減乗算,割引,税金計算, 加三成乗算,割引,税金計算,
税表ルックアップ.セレク 税表ルックアップ,セレク
ティプ アイテマイゼーション テイ:7 アイテマイセ'-ション

合 計 機 能
902,9川:9個 925,930:9個
908,929:69個 928.929:69個

スタンドアロン レジスタ 908 928

コントロール横能

チェックデジット ベリフイ チェックテ○ジット ベリフイ

ケーション,最大/最小けた ケーション,最大/最小けた
数チェック 数チェック

インタラクティプ機能

(更モ㌘f翳.三言壬)
910 930

概略寸法(cm) 幅50×奥行5IX高さ50 幅50×奥行51×高さ50

40

習
ラインプリンタ装置

図5 インライン シス

テム 店舗に設置されるス

トア コンピュータ(S-10)に

MDTS POS端末がオンライ

ンで直結されたシステム構成

を示す｡POSシステム利用の

王里想型とし､える｡

のPO S端末を接続できる'｡

(3)インライン システム(図5)

本システムは,店舗に多数の端末を必要とする大規模小売

業向きで,店舗に設置されるミニ コンビュータ(システムー10)

に最大]ほ0台まで]妾続できる｡本部電子計算機と通信回線で

接続し,データの自動送･受信も行なえる｡

PO S端末の主な仕様を表5に示す｡

【r 結 富

以上,小売業における商品管理を中心とした情報システム

化で重要な役割を担うPO S端末システムについて概説する

とともに,その実例について紹介した｡PO S端末システム

は,このほかにもクレジット カ【ドによるキャッシュレスシ

ステムへの適用もあるが,我が国においては,今少し将来的

なもののようであるので,これについては後日に譲りたい｡

商品管理面へのPOS端末適用においても,値札にまつわる

幾つかの問題があることを指摘したが,それと同時に,POS

導入の採算性について,もっと実証的な研究が進められるこ

とが必要であると考える｡特にPO Sシステムは,全く新し

い機能を付加することによって直接目に見える効果を期徳で

きるというよりは,むしろ現在実在するシステムの中に組み

込まれて機能を補完しレベルを上げていく という面での効果

が重要であるように思われる｡

POS端末を中心とした店舗情報処理システムは,小売業

において今後ますます中心課題となるので,我々はこれにつ

いて積極的に研究,開発に取r)組んでいきたいと考えている｡

参考文献

清水 晶.:｢営業戦略+p･153(誠文堂新光社 昭和43年)

大橋周治:｢小売業経常入門+p.106(日本能率協会昭和48年)

早川ニ｢POSシステムを展望する,活用例2百貨店+ 事務

管理,p.31(10月号'75)

(4)日立製作所:｢はいたっく+(特集,小売業のシステム化),

('74,7-8)

(5)森:｢シアーズ･ローバックのPOSシステム導入状況+ 月

刊コンピュータ(1974-09)

(6)A.M.Wood:`■How giant Sears grows and grows'',

U.S.A.Business Week(1972-12/16)




